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女子学生における手指の微細運動能力と作業の経験および意識との関係

○鳴海多恵子＊・川端博子＊＊・福井真希子＊・日景弥生＊3
(＊東京学芸大，＊＊都立短大.＊'弘前大)

　（目的）　物を作る・直すなどの作業およびそれらに対する意識と手指の微細運動能力との

関係について、作業経験に関する調査により明らかにするとともに、被服製作実習の学習効

果から実証的に追求した。

　（方法）女子学生約120名に対し、糸結びテストによる手指の微細運動能力の実態調査およ

び質問紙調査（被服に関する作業経験、調理に関する作業経験および工作や補修に関する作

業経験の計21項目と物を作る・直すことに対する積極性や価値観など23項目）を同時に行っ

た。また、被服製作実習の学習効果については授業履修者22名を調査対照群、非履修者22名

を比較群として、10ヶ月間に８回の糸結びテストと3種の質問紙調査を行い、比較検討した。

　（結果）　被服に関わる作業経験は、「袋類の製作」・「ボタン付け」や「裾上げ」は60～

80%の人が、何度かした、よくしたと回答してい1zが、「シャツ・ブラウス」、「スカート」

などの衣類の製作は、多＜のものが学校の授業での製作経験のみのであることがうかがえた。

しかし、被服に関わる作業、工作や補修関係の作業経験の多い人は、糸結び数が多く、作業

経験と微細運動能力との関係が示唆された。また、物を作る・直すことに対する意識につい

ての結果から、それらに対して積極的態度を持ち、高い価値観を持つ人が微細運動能力に優

れていることが確認できた。調査対照群と比較群の糸結び数の比較から、被服製作実習の効

果が実証された。長期休暇後に両群間に糸結び数の大きな差カβられたが、この間の作業経

験が、対照群においてより多かったことから継続的な作業経験が手指の微細運動能力を維持

向上させるものと考えられた。

I Fp- 6 日米大学生の手指の巧緻性の実態と意識

　　○川端博子＊・鳴海多恵子＊＊・鞠古綾＊＊・Nancy　Rabolt＊3・日景弥生＊4

　　(＊都立短大、＊＊東京学芸大、＊3ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺｽﾃｰ-ﾄ大学、＊4弘前大)

　(目的)現代の利便な生活の中で手指を使用する機会が減少し、手指の機能性の低下が指
摘されている。女子大学生を対象とし、手指の巧緻性の実態を測定するとともに、日常生
活及び自信の程度や性格特性との関連性について考察した。アメリカとの比較により日本

人の特徴を把握し、手指の巧緻性の認識に及ぼす生活環境の影響について推察した。
　(方法)調査対象者は、日本の女子大学生227人とアメリカの91人であり、｢糸結びテス
ト｣と質問紙調査を実施した。調査内容は、属性、日常生活の過ごし方、日常の行動で自
信のあること、手指の器用さに関する認識とその判断理由および性格である。

　(結果)糸結びテストの平均値は、15.6(日本)、15. 1(US)であり、両国で差がみられなか
った。生活様式の利便性において、両国とも同程度であることが一因と考えられる。また、
成人では手指の利用に関する経験が多様化するためか、手指の巧緻性に影響を与えると思
われる日常生活についての活動を特定するには至らなかった。糸結び数の上位、下位に属
する各々25%のｻﾝﾌ'ﾙを選び、特徴を比較した。日本人の上位群では学校の成績、運動能力、

計画の達成、辛抱強くやり通すことに自信を有し、性格面でも社会適応性、活動性、外向
性で高い傾向がみられた。糸結び数と器用/不器用の判断は概ね一致し、不器用とする理
由として、他者との比較によるとする割合が高かった。アメリカではあらゆる活動に自信
を有し、積極的に自己を主張する傾向がみられ、手指の巧緻性と他の活動への自信や性格
に関係はみられなかった。手指の器用さに対する認識の仕方は、日米で異なることが明ら
かになった。日本においては、手指の巧緻性が、多方面の活動や自信の抱き方に影響する

こと、人と比較せず、自信を抱かせる教育の取り組みが重要であることが分かった。
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